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昭和59年 7 月から60年 6 月の聞に，大阪大学第一外科にて心筋保護の必要性から超低体温体外循環を行
った11例の成人関心術症例を対象とした。年齢は44歳から65歳(平均54士 7 歳)で，疾患は弁膜症 5例及
び虚血性心疾患 6 例あった。 20-c超低体温外循環下で、の濯流量の変化に対する以下の項目の変化を検討し
た。本研究では瀧流量として，上大静脈 CSVC) 及び下大静脈 C IVC) よりのそれぞれの環流量 CQs ，QI)
の和である総還流量 C QT) を用いた。酸素消費量は37-cで測定した血中ヘモクーロビン濃度，酸素飽和度，
酸素分圧及び、QT より算出した。全身酸素消費量 C V0 2 T) と QT の関係は，双曲線を用いて回帰分析を行
った C l/Vo 2 T =b /Q T + a. a , b は定数項)oQI!QT 及び丸zl/VO 2T と QT 去の関係では，それぞ
れ最小二乗法を用いた折線回帰の屈曲点を求めた。統計的処理は Pearson 積率相関係数， Wilcoxon 順




測定時のQT は 0.40から 2.24 1/min/m2，平均 1. 43i"0.56 1/min/m2 で，計 39回，一人平均 3.5
回の測定が可能で、あった。なお測定時の動脈血 p02 は平均 827士 74mm埼，血中Hb濃度は平均 8.1
士1. 8g/d1 であった。
2. 血行動態の指標と QT の関係
a. 平均動脈圧( Ap) と QT との間には有意( p < O.001. r= O.61 )の正の相関関係を認め，その巨婦式
は y= 16.0x + 21. 8 であった。
b. 体血管抵抗 (SVR) と QT との間には有意( p < O.001, r = -O. 72)の負の相関関係を認め，その回
帰式は y= ー 1240x + 4530 であった口
3. 混合静脈血酸素飽和度 (SV02) 
a. S v02 はQT が1. 0 1 /min /m2以上で、は 99%以上を保ち，乙れ以下では QT の減少と共に低値とな
り， 84.1 から 99.7%平均 92.5% となった。
b. V0 2 T と QT の関係は以下に示す双曲線に回帰した。回帰式は， 1/V02T = O.0124/QT + O.0345 
であり，その関係は r = O. 7 3 , p < O.001 と統計学的に有意であった。またその漸近値は 29.0ml / 
min/m2であった。
4. QIIQT と QT の関係
QIIQT は QT が大きい時にはほぼ一定であったが， QT が減少すると低値となる傾向を示した。そ
の折線回帰による屈曲点は1.2 1 /min /m2 であった。 QT が乙の屈曲点1. 2 J /min /m2 未満の範囲
( N = 10) では Qr/ QT と QT の間には有意( p < O. 0 2 , r = O.73) の正の相関を認めた。乙の範
囲での Q rI QT は平均 0.43 士 0.07 であり， QT が1. 2 1 / miu / m 2 以上の範囲での Qr/QT(O.54 i"
0.10) に比し p<O. 01 と有意に低値であった。
5. SVC 領域及びIVC 領域の酸素消費量( Vo 28 . Vo 2 1 ) 及び VO 21 の V0 2 T に対する比(も2 r / 
Vo 2 T )と QT の関係
a. Vo 2 r と QT の聞にはの有意 (p<O.OO l， r ニ 0.75 )の正の直線相関を認め，その回帰式はy= 4.2x 
+ 7.2 であった。
b. Vo 28 と QT の間には有意の相関を認めなかった( y = O.6 1x + 8.6 , r = O.15 , ns )。
c . Vo 2 r /VO 2 T は. QT が大きい時にはほぼ一定であるが， QT が小さくなると低値となる傾向を示し，
折線回帰によるその屈曲点は 0.8 1/ min/m2 であった。 QT が乙の屈曲点 0.8 1/min/m2 未満の範囲




2. 下大静脈還流量の総濯流量lと対する比は，総濯流量が1. 2 1 /min /m2 未満ではそれ以上lζ比し有意




4. 下大静脈領域酸素消費量の全身酸素消費量に対する比は，総還流量が 0.81 Imin 1m2 より少なくな
ると減少する傾向を示し 0.81 Imin 1m2 未満の範囲で両者聞に有意の正の相関を認めた。
5. 以上より，成人における20.c超低体温体外循環では，濯流量が減少しても上大静脈領域の酸素消費量
を維持する反応が見られ 乙の酸素消費量の配分に変化を生じない必要最少限の濯流量を適正濯流量と






して， 0.81 Imin/m2 である乙とを明かとしている。
乙れまで動物実験においてしか示されていなかった超低体温体外循環における適正濯流量を臨床例にお
ける検討より明らかにした本研究は，体外循環を行う上できわめて有用な知見であり，学位論文として価
値あるものと認められる。
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